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Ⅰ．はじめに
　野外活動は、教育、健康、生きがいづくりに密接に
かかわる活動である。「21 世紀を展望した我が国の教
育の在り方」第一次答申（第 15 期中央教育審議会、
1996）では、変化の激しい現代社会を生き抜くために、
体験をとおして「生きる力」を育成することの重要性
が指摘された。これをふまえて学校教育法、社会教育
法が改正され、体験的な学習活動、社会奉仕体験活動、
自然体験活動（注 1）など、野外活動プログラムが一層
推進されるようになった。近年の学校教育では、保健
体育、特別活動、総合的な学習の時間などで取り扱わ
れており、特に「生きる力」を育む生活体験、自然体
験を提供する機会としての側面に期待が高まっている
（中村、2009）。 
　健康、生きがいづくりへの貢献という観点で野外活
動をとらえると、代表的な活動として、登山を挙げ
ることができる。近年の参加人口は 840 万人を越え、
特に中高齢層に多く親しまれている（レジャー白書、
2017）。自らの足で登頂する達成感、自然や仲間とふ
れあう喜びを、年齢、体力、志向に応じて味わうこと
ができ、生涯にわたって多様な取り組み方ができるも
のである。スポーツ基本計画（文部科学省、2012）で
は、このような特性を持つ野外活動の推進が重点課題
として位置付けられている。 
　このような社会的要請を受けて、教員養成系大学、
体育・スポーツ系大学では、野外活動をカリキュラム
に位置づけ、実践能力、指導能力の育成に取り組んで
いる。2016 年に開設した本学スポーツ科学部におい
ても、専門基礎科目、教職関連科目において複数の野
外活動科目が配置されている。本稿では、その中の一
つである「野外活動：キャンプ」の授業実践を取り上
げ、授業の基本的な考え方、プログラムの実際、成果
と課題について報告する。
Ⅱ．授業の概要
　スポーツ科学部では、専門基礎科目に 3つの野外実
習（キャンプ、水辺、雪上）が配置されており、1 年
次にいずれかの 1 科目を履修することとなっている。
本稿で対象とするのは、「野外活動：キャンプ」（以下、
キャンプ実習）である。この授業は、学内での事前オ
リエンテーション（講義、実技）と、夏季休暇中にお
こなう 4 泊 5日の集中実習（平成 29 年は 8 月 6日－
10日）で構成されている。授業の目的は、①野外活動
の教育的な意義や価値について理解を深めること、②
教育キャンプの実践方法について理解を深めること、
③人と自然、地域のかかわりについて理解を深めるこ
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解を深めることであった。アンケート調査の結果、キャンプ生活や課題解決型のプログラムを中心とした総合的な自然体
験によって、野外活動に対する理解、学生同士の人間関係の拡充において成果が得られた。課題として、負荷の高い活動
をより安全、快適におこなうため、学生のコンディションに配慮した実施方法の改善が挙げられた。
１）山梨学院大学スポーツ科学部
（注１）本稿では、野外活動を「自然環境を背景に営まれる諸活動の総称」として、「自然体験活動」と同義のものと定義した。ここには、自
然を舞台におこなわれるスポーツ、創作芸術的活動、文化的活動や農林業体験まで、幅広い活動が含まれる。詳細は「青少年の野外教育の
充実について」（文部科学省ホームページ）を参照されたい。http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/sports/003/toushin/960701.
htm（2017/10/18 にアクセス）
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と、④共同生活をとおして、多様な人間関係、社会的
な態度のあり方について理解を深めることである。
（1）実習地
　実習地は、北杜市須玉町にあるみずがきグリーン
ロッジキャンプ場を拠点とした。ここは日本百名山に
数えられる瑞牆山、金峰山の麓にあたり、年間を通し
て数多くの登山者やクライマーが訪れる、日本の山岳
文化を代表するエリアの一つである。キャンプ場は豊
かな原生林と渓谷に囲まれ、後述するキャンプ生活を
基本とするプログラムに適している場所であった。
　他大学の報告によれば、近年では、実習にかかる費
用や日程の問題が受講者の減少を招いており、これら
の負担をおさえた実施方法の工夫が課題となっている
（向後ほか、2013；武田ほか、2013）。その意味では、
本実習地は大学から 30 ～ 40km 圏内（公共交通機関
で 1 時間半程度）にあり、移動費用をおさえ、かつ、
豊かな自然のなかで実習をおこなえる利点があった。
（2）受講者
　受講者は、スポーツ科学部の1年生50名（男子33名、
女子 17 名）であった。オリエンテーションでおこなっ
た調査によれば、履修動機（複数回答）は「他の実習
よりも費用が安いこと」（25 人、50%）、「実習日程が
都合よいため」（21 人、42%）、「シラバスを読んで興
味を持ったため」（19 人、38%）などであった。また、
登山経験があるものは 20 人（40%）、いずれも日帰り
登山を 1～ 2回経験した程度であり、野外活動にそれ
ほどなじみがない集団であった。なお、実習に影響す
る既往症を有するものはいなかった。
（3）指導者
　指導者は、野外活動を専門とする授業担当教員 2名、
学内教員 4名、野外活動を専門とする学外講師 1名で
あった。担当教員がプログラム進行をおこない、その
他の教員には、安全管理、医療、渉外、輸送業務など
を依頼した。また、補助学生として、4 名のスポーツ
科学部 2年生が参加した。いずれも、教育キャンプの
運営に関心がある学生、または、すでに教育キャンプ
での指導経験を有している学生たちであった。 
（4）プログラムの特徴
　実習の目的を達成するため、グループでのキャンプ
生活、自然を活用した課題解決型のプログラムを中心
に構成した。
　キャンプ生活では、「都市生活とは異なる自然環境、
人間関係のなかで、安全で快適な生活環境をつくりあ
げること」を課題とした。この課題に取り組むために、
所属クラブ、出身県が重複しない男女混成のグルー
プ編成をおこなった（7 ～ 8 名× 6 グループ）。また、
グループ内での役割として、リーダー、食糧、装備、
レクリエーション、登山係（後述）を設定し、これま
でに関わりのなかった他者とのコミュニケーション
や、各自の役割の遂行が促される状況を設定した。 
　実習のメインプログラムとして、瑞牆山（2,230m）
への登山をおこなった。このプログラムは、指導者が
引率する型式ではなく、各グループでルート把握や
ペース調整、安全管理をおこなうグループ登山の型式
とした。ねらいは、さまざまなリスクを認知して主体
的に行程管理をおこなう重要性を理解することと、よ
り強固な達成体験と一体感を得ることであった。この
活動の準備として、登山係に対して事前指導をおこな
うこと（後述）、前日までのプログラムでグループの
コミュニケーションを円滑にすること、登山を安全に
おこなうための知識、技能について理解を深めること
を図った。 
Ⅲ．プログラムの実際
（1）事前オリエンテーション
　オリエンテーションの主な目的は、事前準備をとお
して安全意識を高めていくことであった。講義では、
野外活動にはリスクが伴うこと、安全・安心は学生と
指導者が協働してつくりあげていくものであることを、
事故事例等を示しながら説明した。実技では、テント
設営などの基礎的な生活技術の指導をおこなった。
　瑞牆山登山にむけた準備として、各グループの登山
係に対して、学内施設の階段（8 階 150 段）を利用し
た登高速度の指導をおこなった。前年度の登山におい
て、登り区間の速度が速すぎるために、過度に疲労す
るグループが多くみられたためである。指導の際は、
登高速度計機能付き腕時計（PROSPEX ALPINIST、
表１　実習プログラム
1日目 午前
午後
2日目 午前 課題解決ゲーム（キャンプ場周辺）
午後
3日目 午前 ネイチャークラフト
午後 登山講義
4日目 午前 グループ登山（瑞牆山）
午後
5日目 午前 撤収・閉講式
*朝・夕食は野外炊飯（3日目を除く）
地図とコンパスの使用法
オリエンテーリング（みずがき自然公園）
往路，開講式
環境整備（テント・タープ設営，用具配布）
生活技術の指導（薪割り，火おこし，他）
　　　　〃
ふりかえりパーティー
表 1．実習プログラム 
提出図表データ（東山） 
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SEIKO社、52g、52mm× 44.8mm× 12.7mm、以下、
登高速度計）を装着させ、300 ～ 350m/h の速度を保
つことを指示した。この速度は、昭文社が発行する「山
と高原地図 26」に記載されている瑞牆山の登り区間
のコースタイム、標高差から算出した。
（2）1日目：開講式、環境整備
　実習 1 日目は 8 時 30 分に韮崎駅に集合し、マイク
ロバスでキャンプ場まで移動した。到着後、キャンプ
場の管理事務所内で開講式をおこない、実習の目的、
生活上の諸注意、今後のながれについて説明した。実
習を充実させるポイントとして、課題に対して協力と
試行錯誤をすること、ふりかえりをとおして反省を次
に生かしていくことが重要であると伝えた。
　環境整備では、各グループでのテント、タープ設営、
用具チェックなどをおこなった。その後、生活技術（ガ
スバーナーの利用法、まき割り、火おこしなど）を指導
し、野外炊飯をおこなった。炊飯後、増富の湯で入浴し、
就寝前には各グループでのふりかえりの時間を設けた。
　ふりかえりは、各グループにグループノート（記録
用紙）を配布し、その日の反省や翌日の課題などを記
入、提出させた。また、個人のふりかえりとして、配
布した実習ノートに記入をさせ、グループノートとと
もに提出をさせた。これらの内容は教員がチェックし、
必要に応じてコメントをつけ、翌日に返却した。
　この日の実習ノートには、「片付けやテント設営で今自
分が何をすれば良いか迷った」、「自分から積極的に声を
かけられなかった」、「こまめに相談することが必要だと
感じた」「火おこしで楽せずきちんと組み立てることが大
切」（いずれも原文ママ）などの記述がみられた。初日と
いうこともあり、どのグループにも緊張感が感じられた。
野外炊事では、事前に段取りを考えること、時間を確認
しながら進行すること、食材の適切な分量を考えること
など、普段とは異なる生活に戸惑う様子がみられた。 
（3）2 日目：課題解決ゲーム、オリエンテーリング
　2 日目の午前中は、学生同士のコミュニケーション
をうながすことをねらいとして、キャンプ場周辺を利
用した課題解決ゲーム（注2）をおこなった。 6 つのゲー
ムを異なる場所に準備し、それぞれに教員を配置した。
一つのゲームにつき制限時間は 20 分で、終了後、次
のゲームに移動するというながれであった。およそ 2
（注２）別名 A.S.E（Action Socialization Experience）、「社会性を育成する実際体験」と訳される。一人では解決できない課題をグループで解
決していくプロセスをとおして、参加者の社会化を促すことを目的とするものである。教育キャンプでは、活動の初期の段階で実施され
る場合が多い。
表2　オリエンテーション内容
図1　テント設営の練習
表 2．オリエンテーショ  
図 1．テント設営の練習 
回 時期 内容 作業
1 4月上旬 野外実習の概要説明（キャンプ，水辺，雪上共通）
2 6月上旬 講義：実習の基本的な考え方 個人調書の作成
3 6月下旬 講義：活動のリスク，指導者と参加者の責任 装備リストの配布
4 登山靴のレンタル手続き
5 7月上旬 実技：テントの設営方法 グループ編成の決定
6 講義：登山の登高速度を理解する（登山係のみ）
7 7月下旬 最終打ち合わせ，生活上の注意等 実施要項の配布
　＊昼休み，空きコマを利用して60分程度で実施
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図2　環境整備 図3　野外炊事
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図4　実習ノート
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時間半で終了し、活動後は記録用紙でのふりかえりを
おこなわせた。
　午後は、キャンプ場近郊にあるみずがき自然公園を
利用し、オリエンテーリングをおこなった。ねらいは、
登山に向けて、地図とコンパスの利用法を理解するこ
と、適切な登高速度を実践することであった。登山係
に登高速度計を装着させたうえで、出発前に地図の見
方、正置方法を説明し、理解できたグループから出発
させた。教員はチェックポイントで待機し、通過チェッ
クをおこなった。活動はおよそ 2時間半で終了した。
　実習ノートをみると、課題解決ゲームに関する記述
では、「みんなで意見を出し合うことができた」、「一
番好きなのはクモの巣！一人を通らすために皆が支え
合って、全員がクリアすることができた」などがみら
れた。オリエンテーリングについては、「道を間違っ
てしまったり、登高速度を一定にたもつことができな
かった」、「登山の何分の一しか歩いていないけれど精
神的にも疲れた」、「地図を見るのを人任せにしてしま
い道に迷った」などがみられ、活動のリスクに対する
認知が深まっていく様子がうかがえた。キャンプ生活
に関する記述では、「食事の片づけは昨日よりも積極
的にできた」、「ご飯は昨日より早くすることができた
が、まだ手際や段取りが悪かった」、「食材の量を考え
て使い、ゴミを出さないようにしないといけない」な
どが見られた。炊飯場面では、段取りをこまめに確認
するなど、前日の反省を生かそうとする様子がみられ
た。
（4）3日目：ネイチャークラフト、登山講義
　3 日目の午前中は、ネイチャークラフト（焼き板づ
くり）をおこない、午後は、登山講義をおこなった。
この登山は指導者による引率型ではなく、自分たちで
ルートを把握し、リスクに対処していくグループ登山
型であった。これをふまえ、安全・快適に行動するた
めの注意点、他の登山者や自然環境に対する配慮の仕
方などを説明した。登山係には、ペースのコントロー
ルの方法について再度確認した。その後、翌日の士気
を高めることを目的に、全体でのバーベキューをおこ
なった。
図6　オリエンテーリング
図5　課題解決ゲーム
図7　登山係打ち合わせ
図8　バーベキュー風景
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　実習ノートをみると、ネイチャークラフトに関する
記述では、「一から物作りをすることは楽しかった」、
「昨日までの疲れがあったので、休めてよかった」な
どがみられた。キャンプ生活に関する記述では、「バー
ベキューで、グループの仲をもっと深めることができ
た」、「だんだんみんな仲良くなっていい感じ」、「明日
へのよいモチベーションが作れた」などがみられた。
キャンプ生活がスムーズになり、和やかな雰囲気も生
まれていく様子がうかがえた。 
（5）4 日目：瑞牆山登山
　登山コースは、瑞牆山荘から富士見平小屋を経由し
て山頂に至り、不動滝を経由してみずがき自然公園、
キャンプ場に戻るルートであった。登り区間は、およ
そ距離2.6km、標高差＋715m、下り区間は、距離5.6km、
標高差 － 860m である（国土地理院の電子国土 web
により計測）。
　天候は台風一過の快晴であった。当日は、4 時 30
分に起床し、登山用の弁当づくりからスタートした。
各グループを登山開始地点まで本部の車両で送り、グ
ループ間の距離をあけることを指示したうえで、順次
出発させた。登山係には登高速度計を装着させ、ペー
スのコントロールと、チェックポイント間の行動記録
を取ることを指示した。教員は、先頭グループに先行
して 1名、二グループ間隔に 3名、最後尾に 1名を配
置し、グループと一定距離をとりながら行動した。ま
た、トランシーバーにより、前後のグループの情報を
共有した。残りのスタッフは、最後尾のグループが山
頂を通過するまでは富士見平小屋に待機し、その後、
みずがき自然公園に車両で移動し、下山してくるグ
ループの受け入れ準備をおこなった。登山中、一つの
グループが登山道を外れてしまい遅れが生じたが、全
てのグループが制限時間内にキャンプ場に帰着した。
活動後は記録用紙でのふりかえりをおこなわせた。
　その後、増富の湯に移動して入浴し、野外炊飯後に
は、ロッジ内でふりかえりパーティーをおこなった。
内容は、各グループで、実習中の出来事を題材とした
寸劇や替え歌をつくり、それを発表し合うというもの
であった。最後に、実習中に教員が撮影した写真をス
ライドショー上映し、4日間をふりかえった。
　実習ノートをみると、「想像をはるかに超える険しさ
で正直のぼりきれるか不安だった。だけど、登りきった
ときの頂上の景色はすばらしくて最高だった」、「仲間た
ちのお陰でなんとかクリアできた。とても良い体験だっ
た。仲間の大切さを学んだ」、「少し道に迷って遭難しか
けてしまったけど、それによって深く団結できたと思う」
などの記述がみられた。達成体験を得るとともに、メン
バーとの関係の深まりを強く実感したようであった。
（6）5日目：撤収、閉講式
　最終日は、テント、タープの撤収、用具のチェック、
キャンプ場の清掃などをおこなった。また、閉講式ま
でに、実習での学びをノートに整理することを指示し
た。閉講式では、教員が実習の講評をおこない、実習
での学びを日常で実践していくことの重要性を説明し
た。その後、マイクロバスで韮崎駅にて移動し、全体
解散とした。解散までに、授業評価アンケート（Web
回答）への回答を依頼した。
　以下、実習ノートの最終日の記述を抜粋する。「班
での支え合いがとても重要であることを強く感じた」、
「この実習で学んだことは、自分で考えるということ」、
「失敗を生かす事もできたが、生かす事が出来ない事
もあった。その経験はこれからしっかり生かしていこ
うと思う」、「実習では、たくさんのことに気づかされ
た。火をおこす事の大変さや、おいしいご飯を作る事
の大変さ。大変な事があってもチームメイトと協力す
図9　登山の様子 図10　山頂の風景
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れば乗りこえられる」、「協力して何かをやりとげたと
きのうれしさ、感動、充実感は他には変えられないも
のがあると感じた」。
Ⅳ．実習の成果と課題
　ここでは、実習の最終日に調査したアンケート結果
を示しながら、実習の成果と課題について述べる。
（1）総合的な自然体験の機会
　実習は、キャンプ生活と課題解決型のプログラムを
中心に構成した。結果をみると、グループでの協働や
試行錯誤を促すこと（表 3：NO．1、2）、野外活動の
楽しさやリスクを実感すること（表 4：NO．3、4）は、
概ね達成できたと考えられる。自然体験を教材とする
野外教育の実際について、理解を深める体験となった
のではないだろうか（表 4：NO．7）。
　一方で、生活技術の実践にかかわるいくつかの項目は、
相対的に低い値を示した（表 3：NO．7、9）。キャンプ生
活では、各自が担当する役割に習熟していくことが必要
であるが、役割が固定化して生活技術の実践機会が偏る
ことには注意が必要である。他の生活技術を実践できる
選択プログラムを設けるなど、充実の方法を検討したい。
（2）人間関係の拡充
　実習では、他者とのコミュニケーションが促される
状況を意図的に設定した。このことにより、仲間関係
の深まり、人間関係の広がりを強く実感したようで
あった（表 4：NO．1、2）。本学部の 75% の学生は
クラブやサークルに所属しているが、入学時に実施し
ている河合塾の PROGテスト（注 3）においては「他
者とのコミュニケーションをとるのが苦手」、「同質の
集団でまとまる傾向がある」ことが課題として指摘さ
れている。学部教育の充実を図る観点からも、初年次
にこのような実習をとおして人間関係の拡充を図るこ
とは重要な意味がある。今後は、実習体験を社会的な
態度のあり方を考えるための素材と捉え、学生生活に
おける学習につなげていく働きかけが必要と考える。
　教員や補助学生との交流については十分とはいえな
い（表 4：NO．8、11、13）。運営がまだ効率的なも
のではなく、交流の機会を阻害しているのが実態であ
る。この点の改善を図り、教員と学生の接点、対話が
生まれる機会を充実させたいと考えている。特に、学
生をより身近な立場から支援する補助学生の存在は重
要である。トレーニングされた補助学生が後輩学生の
成長支援に携わることは、参加学生の学びや、実習運
営に対する関心に影響すると考えられる（表 4：NO．
13）。補助学生の事前指導のあり方、参加人数の両面
から、充実の方法を検討したい。
（3）登山プログラムの充実
　登山は、達成感の喚起や自己概念の向上などの効果
が期待できるが、身体的な負荷が高いため、実施方法
の工夫が課題となる。前年度の反省から、今年度は登
り区間における登高速度のコントロールを重点課題と
し、疲労を抑制することを試みた。その結果、各グルー
プの平均速度を 342± 32 m/hと適正な範囲に抑える
ことができ、登高速度計の有効性についての質問では、
概ね高い値での回答が得られた（表 5）。登山の満足度
を前年度の結果と比較すると、いずれも高い値を示し
た。天候等の条件の違いから単純な比較は難しいが、
疲労を抑制することが満足度に影響することを示唆す
るものである。いくつかの項目では改善の余地がある
ため（表 5：NO．4、NO．6）、次年度以降も、実施方
法の工夫によって過度な疲労を抑制すること、その結
果として活動の満足度を高めるあり方を検討していく。
（4）コンディションへの配慮
　以下、実習ノートのコンディションチェックの結果
を示した（図 11）。実習をとおして充実感は高い値で
推移し、心理的、身体的疲労は、実習の後半に向けて
波状的に高まる様相を示した。これらの結果は、不慣
れなキャンプ生活、負荷の高いプログラムによって、
心身の疲労が蓄積していくことを示している。学生た
ちには、休息（ゆとり）を生み出していくことの重要
性を、事故防止の観点からも伝えていくことが重要で
ある。また、プログラムの負荷が過大すぎることな
く、ゆとりを生み出せているかを評価しながら（表 3：
NO．6、8）、年次的に課題設定のあり方を修正してい
く態度が必要である。
図11　コンディションの推移
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1日目に比較して有意差あり（p <.05）＊
図 11．コンディションの推移 
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この実習で以下の機会は十分にありましたか？
M SD
NO.1 課題解決のためにグループで話し合う機会 4.68 0.56 34 72% 11 23% 2 4% 0 0% 0 0%
NO.2 成功や課題解決に向けて試行錯誤する機会 4.57 0.50 27 57% 20 43% 0 0% 0 0% 0 0%
NO.3 環境配慮行動を実践する機会 4.23 0.89 21 45% 19 40% 5 11% 1 2% 1 2%
NO.4 火器（バーナー）を利用する機会 4.21 0.93 21 45% 19 40% 4 9% 2 4% 1 2%
NO.5 刃物（調理・まき割り）を使う機会 4.15 1.14 24 51% 14 30% 3 6% 4 9% 2 4%
NO.6 キャンプ場（またはその周辺）でリラックスする機会 4.15 1.00 20 43% 19 40% 5 11% 1 2% 2 4%
NO.7 火おこしをする機会 3.87 1.21 18 38% 16 34% 4 9% 7 15% 2 4%
NO.8 仲間とたき火を囲む機会 3.87 1.13 16 34% 18 38% 6 13% 5 11% 2 4%
NO.9 ロープワークを実践する機会 3.70 0.91 7 15% 24 51% 13 28% 1 2% 2 4%
 N＝47
とても
あてはまる
やや
あてはまる
どちらとも
いえない
あまり
あてはまらない
まったく
あてはまらない
表 3．実習体験に関する質問 1 
実習で以下のことはどれくら当てはまりましたか？
M SD
NO.1 グループの仲間との関係が深まった 4.91 0.28 43 91% 4 9% 0 0% 0 0% 0 0%
NO.2 この実習で新たな知り合いができた 4.85 0.47 42 89% 3 6% 2 4% 0 0% 0 0%
NO.3 野外活動に含まれるリスクを実感した 4.81 0.45 39 83% 7 15% 1 2% 0 0% 0 0%
NO.4 自然の持つ厳しい側面を理解した 4.72 0.50 35 74% 11 23% 1 2% 0 0% 0 0%
NO.5 山梨の自然の新たな魅力を発見した 4.45 0.69 26 55% 16 34% 5 11% 0 0% 0 0%
NO.6 野外活動の楽しさを実感した 4.43 0.74 25 53% 19 40% 1 2% 2 4% 0 0%
NO.7 教育手段としてのキャンプの有効性を実感した 4.34 0.84 24 51% 18 38% 2 4% 3 6% 0 0%
NO.8 補助学生との交流ができた 4.28 0.77 21 45% 19 40% 6 13% 1 2% 0 0%
NO.9 競技スポーツの場面にも活かせることを学んだ 4.23 0.73 18 38% 23 49% 5 11% 1 2% 0 0%
NO.10 自然に対する配慮の方法を理解した 4.19 0.80 17 36% 24 51% 5 11% 0 0% 1 2%
NO.11 教員との交流ができた 3.98 0.79 11 23% 27 57% 6 13% 3 6% 0 0%
NO.12 二年次以降も野外活動の授業を履修したいと思った 3.64 1.13 12 26% 16 34% 11 23% 6 13% 2 4%
NO.13 補助学生を経験してみたいと感じた 2.68 1.14 4 9% 4 9% 21 45% 9 19% 9 19%
 N＝47
とても
あてはまる
やや
あてはまる
どちらとも
いえない
あまり
あてはまらない
まったく
あてはまらない
表 4．実習体験に関する質問 2 
M SD
 登高速度によるチェックはペース調整に役立った 4.40 0.71 25 53% 16 34% 6 13% 0 0% 0 0%
とても
あてはまる
やや
あてはまる
どちらとも
いえない
あまり
あてはまらない
まったく
あてはまらない
表 5．登山に関するアンケート 
M SD M SD
NO.1 印象に残る風景や，自然物との出会いがあった 4.54 0.77 4.83 0.43 *
NO.2 快適に登山をすることができた 4.02 0.76 4.57 0.58 **
NO.3 達成感のある登山だった 4.56 0.74 4.83 0.56 *
NO.4 運動量（登り3時間，下り2.5時間）は適正だった 3.50 1.07 4.15 1.10 **
NO.5 自然のなかでリフレッシュすることができた 3.89 0.96 4.36 0.89 *
NO.6 登山をまたやってみたいと感じた 3.19 1.29 3.74 1.08 *
 *対応のないt検定 *p <.05 **p <.01
H28（N＝54） H29（N＝47）
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Ⅴ．まとめ
　本稿では、スポーツ科学部の夏季集中実習「野外活
動：キャンプ」の取り組みを報告した。授業の目的は、
①野外活動の教育的な意義や価値について理解を深め
ること、②教育キャンプの実践方法について理解を深
めること、③人と自然、地域のかかわりについて理解
を深めること、④共同生活をとおして、多様な人間関
係、社会的な態度のあり方について理解を深めること
であった。
　アンケート調査の結果、キャンプ生活や課題解決型
のプログラムを中心とした総合的な自然体験によっ
て、野外活動に対する理解、学生同士の人間関係の拡
充において成果が得られた。課題として、負荷の高い
活動をより安全、快適におこなうため、学生のコンディ
ションに配慮した実施方法の改善が挙げられた。 
　大学生の自然体験の不足（別惣、2003）が指摘され
る昨今において、このような総合的な自然体験の機会
は重要な役割がある。実習でのさまざまな体験は、生
きる力の育成、青少年の自然体験不足、あるいは、背
景の異なる他者とのコミュニケーションのあり方な
ど、近年の教育問題のトピックを自分自身の問題とし
て考える好機となるからである。実習内容の充実に取
り組むことに加えて、実習で生まれた問題意識につい
て、他の教職科目、野外活動科目と内容の関連を図り
ながら、長期的に理解を深めていく働きかけが重要と
考えている。 
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